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このたびは本機をお買いホめいただを 
まことにありびとラございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をお読みいただき、正しく 
使用してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共 
に大切に保管しておいて < ださし、。 


•取扱説明書を紛失された場合は、お 
買いボめの販売店にご相談ください。 
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任]安全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危害と則産への書を米然に防ぎ、製品を安全に正しく使巧ずるために、必ずお守りいただくことを 
説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる底富や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 ( DANGER ) 
么警告 （ WARNING ) 
A 注意 ( CAUTION ) 


この表示をお視して、累った取巧いをすると、人び死 t 、 重傷を貨うを険、または义 
災の危険び左し迫つてをじることび巧おされる巧容をホしています。 

このま示を無視して，誤った取扱いをすると、人びタヒ亡:、董傷を負ラ可能性、ま心は 
火災の可能性び想定される内容をおしています。 

このを/でを無視して、誤コた取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の発 
生び想定される内容を示しています—。 


>お守りいただくの容を、次の絵表示で区分しています。 


0(^000 

A A A 

〇暗 


この給表ルは、[■禁 I 卜 J 
ごれている内容でず。 

この給表示は、「ま意」し 
ていただく内容です。 

この給表示は、必ずして 
し、ただくけ旨示帆容で才。 


>説明文中の「お願い.1事項は、本機を損りなく正しくお巧い 
いただくための内容び記載ごれています。 


A を険 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、ふ心-' 
.街抑こ使用しないでください。で^ 
少 a の混入でを、义がの原因になります。 



A 警告 （ WARNING) 


★換気必要 

参换苗サずに化用しつ— J ' けないでくださし、。 

お索びホ足すると、不完全'燃挽し、一酸化炭素などび発ホして中责になるおそれびあります。 

また、乳幼おや呼吸器疾ぶなどのかたは、体迎不良になるおそれびあ0ます。 

♦使用中はおず' I 時間に！〜 P 回（1〜9分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

窓び;お結していたり、地下室などで換気び巧分におこなえない場所では、使用しないでください。 



★カーテン、可燃物近接厳禁 

Jj - う- ンや嫌えや—いねののそはな 
どでは便用しないでくだ?^い。 

こんろの周®に可燃物を黄かないで 
ください。 

こんろの熱気で這义して、义がの防 
I 大 I にな0ます。 


縛 


Q 


方寝るとさ消义 i < 

寝るとさやか出ずるときは、必ず 
火び消えていることを姐;認してく 
ださい。 

予想しない事化び発生ずるおそれびあります。 


〇 


★給油時消义 

給油は、必ずミち义し、こんろの温;を 
び冗分に下びってから、他に火の気 
びない状趣でおこなってください。 

义がの原因にな0ます。 


或可燃性ガス使用厳禁1 

こんろを使用している部匿で、巧 
燃なガ乂び発を弓ぶちの（ガソ I 」 
ン、ベンジン、シンナ ー） や、ス 
プレーを使用しないでください。 
义災の原因(しなります。 






Q 

使用禁止 



I ★巧類の乾燥厳禁 

巧巧などのを燥には使用しないでく 
ださい。 

乾燥するとこんろのきみ気でゆれて落 
下して、义巧の原因になります。 


★空だを厳禁， 

なべ、やかんやソ5イパンなどは 、‘ 
空だをしないでくだごい。 ^ 

空だをすると內邸に熟びこをって义 W 
巧の原因|しなります。 

★スプレー吿厳禁 

スプレー江や力わットこんろ用ボン 
ベなどを、こんろの上や周晒に放置 I 背 
しないでください。 I 

熱で生の圧力が上びり、爆発し、危 
ぉでず。 、 

★爾逐"中はこんろから離れな iV 

参煮物等調理したまま、こんろからて 
れないでくだ六い。 

食材びこげたり燃えたりして火巧の I < 
原因にな0ます。 U 

参電話や来客などでこんろから潍れる場ビ 
なは、いったん义をおしてください。卜 



か川ン累止 


© 

換気 




Q 


S も禁止 


0 
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A ミ主意 （ CAUTION) 


★正常^の確言^ 

漁焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを 
確かめて胃 < ださい。 

しんび上びりずざたり、燃焼岡びずれていると、 
すすび出て異常燃规を起こしてを廣です。 


I ★内副に熱びこ全る使いをた禁止 

上回板の上に、こんろより大さい 

鍋や鉄椒を直接のせて、上面をふ__ 

さぐよラな使いかたをしないでく /4^ 
ださい。 上- 

内部に熱びこもり、 W 常燃焼を起漂 I .M 
こすおそれびありまず。 


★変費を油禁止; 

変質の油（持ち越した W ミ由など）、不純丹油（な油^三^ 
しソ外の油.が-ごみび混入した口油など）を使用禁止 
しないでくださし、。 

異常’燃娩や故障（しんび下び6ない、点火でをな 
し、义び消えない）の原因になります。 


Q 




★燃焼中移動禁止 

乂のついたまま持ち運ばないでくだ 
さい。 

やけどのおそれびあります。また、 
転倒すると火災になるおそれがあ0 
ます。 

★移量)-運搬ずるとさのま意 



0 


1 ★風のあたる場所で使用禁止 I 

•屋外皆部屋の出入口など、風のあた 
る鳴所では使用しないでください。本化 
異常燃焼を起こすおそれがあります。 

♦風があたらないよラに、つい立てを i !— み 
立てる塌合は、内部に熱びこもらな 
いよ5に、つい立てをこんろから約||1 ■ 
] 己 cm 切上離してください。 


★異常時使用禁止 I 

におい、すすの発生、がの状能など 
異常燃焼を起こしたときは、化用し 
ないでください。 

緊急の場合でむあわてずに、しんを 
下げて消义して < ださい。 



Q 

使用禁止 


__如 

— ついなて_ 

b * 使用禁止 


〇 


♦こんろを移動する場をは、必ず消火し、こんろの温度がお分に下がってから、傾けないように静かに移が」してください。 

♦修理■引越しなどで、こんろを連滕される場合は、輩邪ケースから乾茜迸を取りはずし、油タンクの W 油をおず.掠指示 
いてください。運搬の途中に'な油びこぼれて、周國をミちすおそれびあります。 


女 大なべ禁 止. 

•上面版の外周からはみ出すよラな大なべ、 
鉄板などをのせないでください。 

巧部に熱がこちったり、炎び横にのびたり 
して 異巧燃焼のおそれびあります。 I 

•不おおな辟かん、なべなどは使用しないで 
くだごい。転倒ずるおそれびあります。 


i ★高温部に注 g ゾ_ 

燃焼中和消火直樓は、燃焼筒の上部溫た 
か b 高温の熱気がでています。手や戶当;山 
願などを近づけないでください。 

やけどのおそれびありまず。 
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卜 k ■煮こぼれま意 



★高電 圧ま意 

点火装置は、点义時に岛電圧び発をします。点义 
プラグに不巧恵に c ^わ日ないでください。 ^ 

感電のおそれびをりまず。 、1 l ’ E 

掃除、点検-手入れ時は、必ずも電池を 
取りはずしてからおこなってください。 又/^ム 


I ★ま全装置の作動確認 


A 

局/皿迂居^ 
お 

友 

-感電ま意 


煮炊さをおこなラ場合は、煮こぼれさせな 
いよ5义力の過節をおこなってくださし、。 

煮こぼれ汁び、しんや点义プラグや感 
震部にかかりまずと、火び這さにくく JX * 
なったり、しんび下びらなくなった0、 

異常燃焼や故障の原因になりまず。 し^^^ 

★高温部！止 V 


A 




>燃焼中や消义直後は、高お部、こんろの上面に 
于などをふれないよラミ主意してくだごい。接軸禁止 
>やかんやなべの取つをは、加熱されていること 
びありますのでを忌して < ださい。 


立ほこりの除去] 



〇 


使用開始時と、使用中は1窗月に]回!;！上、および誤 
つてるこぼれをした場合は、巧黑宜動消义装置を作51 |a 
動させて、描実に消火することを確’かめてください。 

確実に消火しないとさは使用しないで、すぐに修埋 
してくださし、。 


置台、製品内部のはこりをときどき除去してください。 
油タンクの下か日燃焼用空気を吸いこみますので、紙、 
ビニールなどを入れないように;ま意してくださし、。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃‘統や乂がの賠因 
になります。 

★純正部品の使用 i 

しんなどの部品は、必ずトヨトミ純正部品（指定 
された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、こんろの I 性能をおなラ 
ばかりでなく、故障や予想しない事巧び発生する 
おそれびあ0ます。 


〇 


〇 



のち全のために必ずお守り <ださい 


ま意 （ CAUTION) 


★分解修理-改造の禁止 




故障、破おしたら使用しないでください。 VJ-V 
こんろは、絶巧に改造して使用しないでください。分解禁止 
不完全な修理や改造はを険です。 


女保管時にしていただくこと 


〇 


•長期問使用しないとを、またはが转ずるときは、 

おず巧油を抜いて、單池ケースから乾單池を取 } 旨5^ 
りはずしてくださし、傾けたり、横倒しの状態 
では保管しないでください。 

火災のおそれびあ0ます。 

♦しんの手入れ（か b 焼さクリーニング）は、風び 
あたる場所ではおこなわないでください。火災の 
おそれびあります。 

★巧の場所では使用しない 

义がや予想のでさない單故や故障の原因になります。 

し水平でない場所、不安定な場所-/ 

♦傾斜した場所やお物の激しいところでは使用しないでくだ 
さい。 

巧震自動消义装置び誤作動することびあります。 

•しっかりしたじよラぶな場所で使用してください。 

♦移動車雨の中や、不安定な台の上などで使用しないでくだ 
さい。転ちしたり、义災になるおそれびありまず。 

'ほこりや湿気のをい場所' 

•お類や繊維を取扱ラ場所や温室-養鶏場など、塵やほこり 
のをい場所では使用しないでくださし、。 

燃焼用空気を取入れる箇所び目ゴまり状態になり、異常お 
焼を起こすおそれびありまず。 

(可燃性ガスの発をずる場所、またはたまる場所； 

♦お発や义災の原凶にな0まず。 

:不安定な物をのせた側などの卡 I 

♦落下物により义災び起きるおそれびあります。 

:直射日光のあたる場所、温度の高い場所 ；； J 

♦異常燃晚を起こすおそれびありまず。 


★お子様やお年寄りのご使用にま意 


A 


お子様料お年寄り、体の不呂由]な为びお使いにな / ;、 
る場をは、こんろの取扱い、部屋の換気、高温徘 ま 声 
への接離によるやけどなどについて、周囲の人び 
巧分にま鳥してください。 


★廃棄するとを 


〇 


こんろを廃棄処分するときは、がず油タンク内の 
灯巧を抜き取り、遐池ヶースから乾蛮池を取りは护を 
ずしてください。（町 OH ] 参献 
な油やを亀池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際、 

予想しない’—お故び発生ずるおそれびあります。 
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( 風のあたる場所、部屋の出入□、屋外； 使用禁止 

♦風のあたる場所や居外では便'用しないでください。がび出 
てを険です。掃除機の排なにちを意してくださし、。 

♦部屋の出入□など人の通る場巧、人びぶつかった0、つま 
ずく場所で使用すると、転倒してホ故や义がび起さるおそ 
れびありを険でず。 

:温室-飼育室など人のいない場所） 

♦使用躁境のを化で、予測しない事故び発生ずるおそれび 
友 D ます。 

:船邮や車両、特殊な場所； 

♦船舶や車両に塔載したり、暖炉や押入れに入れて使用した 
り、温まや業務用の使用など、特殊な場所での使用はおこ 
ねないで < ださい。 

乂がの原因になりよす . ， 


，高： t を (1 300 mLU 上の場所 ）, 

参盤を濃度が濟いので異萬燃焼を 
おこすおそれびあります。 





★可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距離を離す] 

♦こんろから可燃物の距離は、ち図の指足!;(上の距離を保つようにしてください。 
•こんろ上方の棚などとの配離は、必ず].己上あけてくだごい。 
♦カーテンなどび風でゆらいでちこんろにふれないよラにしてください。 
•上方の棚などからの落>物がないようにしてください。 


上方 1.5ml ソ上 


〇 



お願い （ NOTICE) 


★な油の廃棄 

‘な油の屏棄処分は、打油をお買いホめになった版も店にご机談ください。 








回使用ずる場所 



国各部のなまえ 


外観図 


反射板 


上面板 



給油□ふた 


- ’-’•於 


油量計 ，しん調節つまみ 


構造図 


反射板 


上面板 




本体厕吗に刊 

刪'^こ 


燃焼筒 


燃焼筒つまみ 


加熱天板 



対震自動消乂装置 
の振り子(感震部） 


点火プラグ 


しん調節器 



しん調節つまみ 


ガイドピン 


トヨ耐熱しん 口’.:' 
第2魄 一 

r ‘みが'ホ、' 


しんホルダー 



しん調節器 
パッキン 


油タンク 



„しん奉]巧筒 
電池ケース 


知. 


LiMililMi 麵！ 置心 % '三む—’ィぶ 

驚-- 一 i 凌ぶ 夕〜た:^ 

油量計/ 給油口ふた 

-お願い-- 

トヨ耐熱しんに、灼油の燃えかす（タール）びを量に付着ずると、しんが下が！5なくなったり点义しにくくなっ 
たりします。 iiu 「唐置]「2しんの手入れをする」を参照して、しんのか5焼きクリーニングをしてください。 






团使用前の準備 


製記の取り出しと部品の装着 


■ 


包装箱に表巧しておる r 包装の内容」をごらんになった 
うえで包装箱から、包装材などを取0除き、製品に傷を 
つけないよ5に取 D 出してくだごい。 

包装箱や包装巧は、こんろを保管するとさに必要です 
取®説明重ち忘れずに保管してくだごい。 

. -お願い- 

包装材は可燃物ですか5、必ず 
取り除いてください。 


燃焼同を取0出してください。 


製品の h 面の包装がを取0 
除き、わがおと上面化を取 
りはずしてください。 



しん調節器の上がを持って';由タンク 
全体を左に「（）」回してから、持 
ち上げて取り出してください。 


ミ由タンク尽を留狂'; 



>油タンクを巧ち i •げるときは、手を滑6せ 
たり、本体の内側などでけびをしないよう 
に、ゆっくりと憤重におこなってくだごい。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止， 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくだ 
さい。少星の混入でも、乂災の原因になります。 





み燃料は'灯油 ( J 旧1号'灯油)を必ず使用してください。 

み変質な油、不純灯油は、絶巧に使用しないでくださし、。 


♦誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったとさ 
はあわてずに、刘震自動消义装廣のお0子（感馬部）を押 
し倒してミ肖义してくださし)。 

♦変貸な油（持ち越した’灯油など）、不純口油（打;'由な外の 
油•水-ごみび;昆入した幻ミ由など）は、絶対に使用しない 
でください。異常燃焼や故障の原因になります。 

参巿販^".れている助お剤（添加巧）は化用しないでくだい。 
異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

(!) 灯油の保管のしかた ^ 

♦灯油はおず义気、雨水、 ごか 、訂遍お V ^ 

よび直が n 光をおけた場所に保管して ^止 

ください。 m /—---- 

♦な油容器は専用のをれいな容器を使用_〜..、火気頂お 

してください。まに U 油容器は必ず J 旧| | , ' " T . 一 

認定品で青色の打油專用容器を使用し 
r くだ乳、 1_ 11 A i 

♦灯油容器内のな;由びかないと温度を化に 
より結露して水びたまることびあります。 

参ドラムちなどで、長期即大量にな管しないでくだごい。 

♦が子なの手のとどかない巧に保管してください。 


な油とガソ U ンの見分けかたのポイント 


指先に化用燃料をつけて息を吹さかけます 
(义の気のない巧でおこなってください。） 


〇打油 


X ガソリン 





濡れたままです。 


すぐに乾いてしまいます。 


1 _ 

\ 


' 

f!l 


〇良い保管 

直が円光、雨水び当たらず、 
火気のない冷暗所へ保管。 

N クイ. 

ミ饼 

みぞへ 


X 悪い保管 


直射円光、雨水の当たるベ 
ランタ'など、室外の保管。 


0 


変質な油とは 


•巧い幻油。（ひと夏ねちがした幻油） 

参を朋間、[ I 光の当たる場所や、温度の為い場所にだ皆した巧ミ由。 

♦容器のみたび閒けてあ: >たり、乳 E I 色の容器でイ采巧した打油は変質しやすい。 
♦変質のひどいものは黄色はをおびたり、す _) ぱいにおいびします。 

•変貿を防ぐための油は裝シーズンに持ち越さないようにしてください。 


/ちいな®は\ 
、使わないで/ 


Q 


使用禁止 











c 巧版の単二化を堪池 （4 個）を瞄入の上、油タンク上面の電 
^ 池ケースに、©ら)を正しく合わせて入れてください。 


V 一に. 


♦乾電池は別売です。 さ奇一—--一' 

♦新しい乾電池と古い乾電池、種類の違ラ乾電池を混ぜて使川 
しますと、巧义でホなかったり、点义しにくくなったり、あ 
漏れや破敎ずる原因になります。 1\' • 


燃焼筒を、しん泪節器の上に正しくセツトしてくださし、。 



C 油タンクを、本体に入れてください。 
U 油タンクの上面のを示ほ化 P ) をを 
考にして、しん迪節器の_卜部を特っ 
て、油タンクを水平にがちなびら本 
体の中に入れ、ち「（）」に止まる 
まで回して固定してく？ごごい。 




上面板と反が板を、本体に取り付けてください。 


-お願い- 

その他、製品の輸送中に生じたねじのゆるみや、は 
ずれなどびないか調べてください。 


一 wiUiliiUJLUi*-. 



不純な油とは 


•幻油切外の油（ガソリン、シンナー、夫ぶ b 油、 機が油、 重油など）びはんの 
少しでを渴入し7；_り油。 

•水やごみび混入したなミ由。 


/ I でがソ外が\ 7お 
油、水、ごみを} f 。。 
仕入れないで/し^ 



使用禁止 


変質灯油-不純な油の見分けかた 


(コッフに水を入れ、次に灯加を入れて背後に白い紙をあてます。） 


ィ呆管期間が短<、水と同じ無色透明な 
如.常。 r 命-:み 


少しでををがついていた b 使用しない。 




0 

使用禁止 


参柴が線で丹油び劣化した時は、 W 油び 
をちしにくく見分けかたび難しくなり 

ます。 

ひと夏持ち越したな油は無色透明でも 
辖巧に巧用しないでくだ A い。 


__変質 g 油や不純灯適を使用ずると 

参変質な油や不純な油を使用しまずと、な油の程度にを 
よりまずび、]〜3[)曰のご使用でしんにを虽の夕ール 
がたまり、しんの先端が固くなったり、点乂しにく< 
なったり、しんが上下しにくくなったり、がが大きく 
な5なくなったり、激しいにおいびしたりしまず。 
また、消义時にしんが下び日ず乂び消えなくなります。 

•水のお，入しに’月■油をが用しすずと、油タンクに丹油 
奶ま - J ていても炎びルさくなったり、しんび卜_下し 
にくくなったり、異常燃娩を起こして激しいにおい 
びしたり、义び;'肖えたりします。 

参ガソ U ン、シンナーなど、邸発' I 生の高いものび混入 
した口油を使曲しよずと、义がの原因にな〇ま。 



万一変質な油や不純な油を使った 
ときの処置のしかた^ ^ 

1 油タンクの悪いけ油を巧を取0、良質の: U 油で内部を2 
I 〜3回洗浄してから良巧の丹油に入れ替えてください。 
(おい灯油び残っているとち発しまず。） 

〇り I お罰「2しんの手入れをする」を参照して、しん 
—の先端の固くなっている部分を、ラジオペンチなどで 
輯くつぶしてから、しんのか5焼きク I 」ーニンヴをお 
こなって < ださし、。 

〇しんの手入れをおこなってち'?力巧のないとさや、水びを 
量に混入している場合は、しんを取り替えてください。 
しんのお0替えは、販売店までお問い合わせください。 


お願い 


変質灯油や不納打油び原因でアフターサービスを巧頼されにとをは、 f 呆証期間中でもち巧修理となります。 







闲使用前の準備 


給油のしかた 


給油は、必ず消义して、こんろの温度が巧分に下がってから、他に火の気がな 
A 警告 い状態でおこなってください。 

火災の原因になります。 


〇 


給油口のふたを開ける。 

給油□のふたを、左 1 (つ」に回して開けてください。 '■ 

{ ち’ 

油量計を見ながら給油ずる。 

参巿販の給油ボンプの先端を止まるまで定し込ん 
で、油最計をおなびら給油してくださし、。 

(ホースび损けないよラにま意しなが b 給油してください。） 
•灯ミ由は、，油 壁 計の「満<」のに置まで給®してく 

ださい。 戸?^,、 

「危」 の 位 匿まで入れ潤ぎまずと、あふれ出るこ 
とびありまずので充分にま意してくだごい。 巧,/ 

广 -ぉ願ぃ-^ 等 

•オート給油ポンプを固定する場合は、ホースを油 ^ 

タンクにク U ップで固定でをないので、がず、ホー 
スが給油口か5巧けないよ弓に手で固定しなび5 
使用してください。 

♦オート給油ポンプの—満量位置」の調節は、ポン r 恒!の垃出. 
プの取扱説明書に従っておこなってくだすい。 


• ( 

、►广- 

(ぐ 

□ふに 〇ク 


r を! のを街 


3給油□ふたを 
しっかりしめる。 

参給油□ふたをち 「 C つ」に回してしっ 
かり しめてください。 

♦幻沾容器のふたも、しっかり蹄めてく 
ださい。 

4こぼれたな油は 
よぐふき取る。 

•こぼれた幻ミ由は、必ずきれいにふき取 
ってください。た険ですし、燃娩中に 
巧気を発生ずる原因にもなります。 


給油の目安 


こんろを使用するとさは、とさどさ油 
壁計を見て、灯油びあるかどうか確認 
し、油量計の針び 「0」 を示す前に給 
油してくだごい。 


点义前の準備と確認 


点乂前の確認 


•こんろの.卜方や周岡、霞台の上に、巧類や紙传マッチなど、可燃物がないことを確認してください。 

可燃物びあると火ぶの原因になりまず。 

•こんろび水平で安でした場所に設置しておることを確誌してくだごい。 


燃焼筒のセツトを確認する 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒が正しくしん調節器にセツトされているかどうか、燃焼筒つまみ 
を左ちに y 〜3回動かして、スムースに勒くことを晒誌してくだい。 


巧震自動消义装置のセット 




しん 迎節 っまみを、 「燃焼」 の方向「（つ」に、ゆっくり止よるまで回しますと、お麗 自動 消义装廚び自 ミ—:: 
動的にセットごれます。 '' 

巧 お 自動消义装巧びセットで巧ない巧6は、 一旦 しん 迎節 っまみを 「消义」 の方向「〇」へ巧してください。 


■しん WBO* み'' 

_一 -'ジ 


固使いかた 


点乂のしかた 


•初めてお使いになるときは、点火後、こんろ 
に付着しているほこりや油が焼けるにおいび 
しますび、しばらくお使いいただければにお 
いはなくなります。 

参点义後しば b くの巧は、炎び女’をせず、「ボッ、 
ボッ、ボッ」と燃焼音びしますび、しばらく 
すると炎び安‘をし、巧びしなくなりまず。 


- お願し、- 

参使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ（か5焼きクリーニン 
グ)をしたときは、給油後約1己分化 h 待って、しんに充分な阿ミ由 
が吸い上げ日れてか弓点火してくださし1。巧分に吸い上げられて 
いない状態で点乂しまずと、しんを傷めまず。 

•新しい乾電池を入れても、しんにミちれをないのに点乂しにくい場 
合は、 71 區琶三ま么た]「しんの修正」を参照して直してください。 







電池点乂のしかた 


しん調節っまみを「点乂」の方向へ 
ゆっ < り回ず。 

•しん調節っまみを、 r 点乂」の方向 rou に、ゆっくり亢を 
に止まるまで回してくだごい。（しんび上びり点义します。） 

•，な义操げのを中で「ピィー」と呂う放電旨びしますび、しん 
調節っまみはその杂ま ih まるまで回してください。 

•しん調節っまみび、止まらずに戻ってしまう場をは、一旦、 
しん調節っまみを「消火」の方向 --- 二^二一 

「（つ」へ回してください。回せな 戸#^を' 

い場合や被い場合は、しんに夕一《三戈)し)下,. 
ルびっいていまず。しんの手入れ '! 

(から焼さク U - ニング）または、—一^-こ^-- 
新しいしんと交換してください。 、こミこ^^ 

火が着いたことを確認する。 

参义び着いたことを跑認したら、手をしん調節っまみか 
b ゆっくりはなしてくだご■し、 

•义が着いたをちしん過節っまみを iti ] し-左ったままです 
と、乾電池の消ネちび早くなりまず。またカーボンび付 
荒して、点义しにくくなる腺因にな D ます。 



点乂しに <ぃ場合は 


参点义プラグ付近か3円煙び出て点乂しにくい場ろは、しん 
調節つまみを少し戻してから、巧び r 点义」の方向にゆっ 
くり止まるまで回ずと点义しやすくなりまず。 

♦しんに夕ールや力ーボンが付着したり、煮こぼれ汁びか 
かったり、点义プラグびミちれてくると、点义しにくくなりま 
す。しんの修正、点义プラグの掃除、しんの手入れをおこ 
なってください。（团应 M - 手入れ1 、:11 rw 曽1 参照) 

•乾電池の電圧び不充分で点 

乂し[しくし''場をは、新しし'^乾 1 

電池〔巧二形乾輩.池4個]を \ 

ご,嘴入のうえ、交換して使用 一一 7 J 

してください。 ^ - ご--: 

、、 - ゾ 


3燃焼筒のセットを確認する。 

点义操作後、媳焼筒つまみを左ち —一 - 
に2〜3回動かし筋焼筒妍 E しく 一-二^^ 

しん調節器にセットされているか、 

しんの上にのってし诏しかを必ず〜 


夕巧商つまみ, 

■'.S 


おかめてください。燃 I 焼筒び正しく 
セットされていないと、異常庶焼し 
火災 I こなるおそれびあ0ます。 




電池点乂び使えないとき 


しん調節つまみを「点乂」の方向へ 
ゆっくり回ず。 

参しん調節つまみを、 r 点义」の方向「〇」に、ゆっくり完全 
に止まるまで回してください。 

♦しん調節つホみび、止まらずに民コてしまう場さは、一日、 
しん調節つまみを「消火」の方||‘|]「〇」へ回してくださ 
し、回せない場さや硬い場台 ===== 

は、しんにタールびついてい 
ます。しんの手入れ(か日焼き 
クリーニング)または、新しし） 

しんと父換してください。 ご 一 心-^ノ, 


2マッチや市販の点乂用ライターで点 
乂ずる。 

♦燃焼筒つまみをね5上げ、マッチや巿販の点火用ライ 
ターなどを化ってしんに火を着けて<ださい。 

♦たばこ用のライターで点义し I '-A —— 

ないでください。 ，\ 

♦マッチで点火した場合は、マ： V --= T =3 i ^\ 

ッチの燃えかすをしん付おや 政-;'‘‘--一- -ンづ)一^, 
器具内に落としたり、置台のし一ーーン ク■商」 I 

上に置かないでください。 一—尸 

事故や乂がの原因になりまず。 占に.— 


燃焼筒のセットを確認する 

♦火びちいたことを晒認したら、燃焼岗つまみを左わに2〜 
3回動かし、陈規筒び IT しくしん調節器にセットされている 
ひ、しんの上にのっていないかを必ず確かめてください。 
紙焼茵び正しくセットされていないと、異常燃焼し义災に 
なるおそれびあります。 

♦火び着いたことを確認したら、しんな)節つまみをかしだけ 
(点义した义びミ肖えない程度に）ミ肖火の方向に凹してみ 
て、引っかかりびなくスムースにしんび下げられることを 

版詔してか6、ちう一度し こ〜一_一一 こ 

んを h げて使用してくだ I 

さい。 ；、-- 女--.. 燃よ加;]つまみ 

しん泪節つまみびスムー \ 

スに同らないときは、しん 、卜 

を完全に下げてから、点火イ一ーク ©1.1 み 
操作を始めからやり直して ~~ //) 

くたさし''。 


穿'' 


炎の調節のしかた 


A 警告 


巧類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥ずるとこんろの熱気でゆれて落下して、火災の原因になりまず。 




♦がの調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

ん齡 tr ) まみを剛，てぶあ;臓す？1巧は.の！ 


• しん調節つまみを回して炎を視節するとをは、^23^のイラストをぶくおて、おず正常燃焼の化態 
で使用してくださし、。 


8 




固使いかた 


異常 


加熟天板が 


ごぶ.飄 


赤觀しなし、 


加が天板 


しんの上げすざ しんの下げすざ 

(黄义び大さくでる） (加熱天板びホ熱しない）_ 

すすや一酸化炭素び多く党生します。 加熟天板び;ホ巧し、黄义び乂をく出ない巧,態。においや一酸化炭素びをくを生します。 


(!) おの大きさは上図のよラに、正常燃焼のげ態で使用してください C 

♦点火2〜3分後、がび立 h びってきたとき、燃焼商つまみを持って燃焼商を左.もに 2- 
3印朝かしまずと、炎が甲-く安すしまず。 

♦炎びを定しにら、しん韵節つまみを回して、正常燃焼の化態に調節してくだごい。 


巧巧巧つまみ 


ヴ 


A 警告 

なべ、やかんやフライパンなどは、空だきしないでくださし、。 

空ださずると义災の原因になります。 

0 ] 

V 


禁止 J 




■ 


A ま意 


♦上面板の外周か5はみ出ずよラな大なべ、鉄板などをのせないでください。 

内部に熱げこもったり、炎び横にのびたりして異常燃焼のおそれがありまず。 fX I 
•不を定なやかん、なべなどは使用しないでください。 

転倒するおそれびありまず。 禁止 

煮炊きをおこなう場合は、煮こぼれさせないよう义力の調節をおこなってください。 A 

煮こぼれ汁が、しんや感震部にかかりますと、乂が着きに< くなったり、しんが下が5 1 _\ \ 
なくなったり、異常燃焼や故障の原因になります。 注意 

♦屋外や部屋の出入口など、風のあたる場所では使用しないでくだ—_-_— 

さぃ。 心一 

異常燃焼を起こすおそれがありまず。 t な1| V V 

♦風びあた5ないように、つい立てを立てる場合は、内自 B に熱がこも日 r . t 苗，呀止 
ないように、つい立てをこんろか b 約1己 cml ； (上離してください。 1|!义。 -- ががリ 


巧/?\ 


0 


:とが 

ついなて 


上面板の上に、こんろより大きい鍋や鉄板を直接のはて、上面をふさ/^ 

ぐような使いかたをしなし、でください。 上を^ 

内部に熱がこもり、異甫燃焼を起こすおそれびあります。 I ', .-m 


0 


■なべや、やかんをのせたとをには、必ず乂力の調節をしてください。 

なべ等をのだて数分たったら、 黄火び出ないよラにしん週節つまみを「消乂」のち向「[)」 

に回して、しんを下げて調節してください。 

最大火力のままで、なべや、やかんをのせますと、がの出る巧びなべ等の底で制限され、火 -1 

力びをって黄火やすすの出ることびありま sj 。 はみだしたおにより、なべなどの取っ手び過 r こ か .:, ■) 

熱され、やけど传取っ手の焼損の原凶になります D \ - -- 一 --__ _ 

•燃焼中は、と定どき炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 -------- 

♦煮こぼれをしないように注意してください。 

•なべの穗羯によっては、傾いたり、すべりやすいものがあります。不安を社状態では使用しないでください。中華なベなどの 
底の丸いなべは、必ずなベのおっをを持ちなびら使用してください。 

•しんを上げて乂力を強くする場合には、炎び一時的にのびて、なべ和やかんの底にずすびつくことがあ0ますので、ゆっくり 
としんを上げて調節してください。 


♦火力をあまり弱くして、加熱天板がホ熱しない状態のとろ火で燃焼しまずと、こんろ内に熱がこもり、においがしたり、こん 
ろのいたみを早めたりしまず。 





消义のしかた 


通常の消义の場合 


1しん調節つまみを「ニオイセーブ消义位置」まで、ゆっく 
0と回す。 

しん調節つまみの目印を「ミ肖乂」の方「可「〇」の「ニオイセーブ消火位置」まで 
ゆっくり止まるまで回してください。（速く回すとにおいび出やすくなります。） 

2消乂を確認する。 

参においをかなくするため、1〜4分程燃焼（炎び一部巧る）して消乂します。 
•しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消乂に置 J にあり、义び消えたことを必ず 
確認してくださし、。 


中'^'へ 



ム ..4—-^ 三二：: 
* ——- — - 

ニオイセーブ 

即 P 

i 円火 


緊急の消乂の場合 


® 巧震自動消义装置の振り子を押し倒ず。 

•が藍白！/」消火茜置のおりづ’（惑農部）を、押し倒してください。 

しん調節つまみの目印び「賣下」にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 
♦このとき急嫌に消义させるため、においやずすび発生することがありまず。 

•巧震自動消火装置の振りモ（感電部）を押し倒しても、しんが下が5ず消乂でさない 
場合は、しん調節つまみを回して、しんを下ばてください。それでもしんが下が5な 
い攝合は、乂が消えるまで燃やしきってください。 

•時門にを裕びないときは、燃焼筒の上にップ]杯 （20 日诚程度）の水をかけで消乂 
してください。 


が 


y&y 


水をかけると水蒸気び出たりします。あわててヤケドをしないよラに、手袋をはめるか、手にタオル 
を巻くなどしてか b おこなってください。また、あとで油タンク内のかの入った灯油を巧を、しん交 
換び必要です。 

しんを下げ日れない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることびありまずので、 111 保 罰「2 
しんの手入れをする」の項を参照してしんの手入れをおこなうか、ま斤しいしんに交換してください。 


- お願し、- 

消义を、約日分間は再点火しないでくだで—い。燃がに]び;令えさ b ないラちにしんを丄ばると、生ガスび発ホし、激しい 
臭気びでたり、点义しないことびあります。 


安全装置 


対震宜動消乂装置 


♦こんろび地麗（お度が」日しソ上）や強いお勧、衝擎を受けたとき、火がなどの危検ぞ防ぐために自動のにミ肖义させるま全装置です。 
♦しん週節つまみを「点义」のおおにゆっくりと让まるまで巧すと、自動的にわットされまず。 

® がリムによって作曲した場をは、周团の可燃物びたおれていないか、機器のお巧はないか、巧油びこぼれていないかなど異常び 
ないことを確認した後、巧点义してください。 

/-お願い-^ 

燃娩中に、刘畏巧動消义鼓置び働いたお合は、消火時のにおいが強ぐ発もします。 

































こんろを消乂し、本体の湿度が充分に下がってか5おこなってください。 
手をけがしないように、手袋をはめておこなってください。 

巧震自動ミ肖乂装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

かず乾電池を電池ケースか5取りはずしてか5おこなってください。 


点検-手入れのしかた 


团点検-手入れのしかた 










0 ? 新しいしんとを換する。 


しんを下げて、炎を韵節する。 


しんの 修正を する。 
点义ブ ラブを巧餘 ずる。 


油タンクの下を 巧 除する。 


点乂 7ラグが破損していなしぶ、滿かが)る。 

(破!日している場ちは版売店に連絡する） 


コード巧は弓れているときは正しく差し込む。 
テの他は販売店に連絡する。 

シヨートしないぶラにながず。 

不明のときは販売店に連絡する。 


C _ I , 巧しい乾冤池に交換する。 

0 し I I I — I 1〇|正しく入れ 直す。 


1;1〇 


しんにタールびつく放因となるので、正常な巧油にた懷 
する。 

正巧なな油に交換'弓る。 


燃焼筒が変おしていないか確かめる。変おしていると 

さは贩売店に連絡する。 


しん 型節 器の 上面に タールがついてい句:しぶ、、ぶは が 
焼隋下部に不描いがないかを單ベる。 

疏いが惡いと巧は版売店に連緒する。 


点火してから必ず燃焼闻つまみを持ってをもに2〜3 
回動かす。 


L j !し j 1し i j ll しんの手入れをする.:又は新しいしんと交換する。 

— - 'ミおタンク内の沈由を正常な打;'由に交換する。 


現 象 


原 因 

しんの出過定。 

しんの出げがない。 

しんに水を含んでいる , j 

又は油タンク巧にぶが入っている。 

しんに夕ールびついている。 

が焼茵がしんの丄にのっている。 

しん调節器と燃焼筒との間にすさ間がおる。 

燃焼簡のをお。 

灯油が変質している。 

(巧れたミをやボリ容器で1年間持ちこした油など) 

灯姐が水軒ごみを含んでいる。 _ 

乾谭池が消耗している。 _ _ 

正しく入っていない。 

点火装廣の]—ドがはずれている。 

点火装夏びショート(短絡)している。 

点火プラグの遐極び正常でない。 

な乂プラクにしんが <いぶんでいる。 

点火ブラクげ巧れている。 _ 

油タンクの下に、ごみ、ほこりがたまつている。 


この表しソ外の 不具合 かあるときや、処當方法により処直をしても良くなりないときは、使用を中止し、お r 化^求めの販売店に ご 相談ください。 


固故 • 異常の見分けかたと処置方ま一修理を依頼される前に一 


長朋間ご使用になりますと、機器の点おかお要です。2年に1回程度、シースン終了時などに、お貫い巧めの版み店、または修理貿枚者 
[(財）日本石油燃焼糖器お守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなうは術管理謂磐を修了ち（石油機器は術管理±)など]のいる 
店などに点検め巧されることをおすすめしまず。 


面定期点検 


' -点乂プラグの掃除- 

♦上面 fe とが焼筒を取り出し、雄池ケースから乾潭池を取りボして、マイナ乂ドフイバーなどで、 

点义プラグの軍極や骑モ部分に付着したミちれを取り除いてください。 。 

•掃除び終りました5、兀おりにしん调節器に戲そ语筒をのせ、乾電池を取り {.1 けて正常に,,'义す 
るかどうか確認してくにごい。 \ - 

♦点义しにくかったり、な义しない場合は、「しんの修正 J をするか、もう一度きれいに掃除し直しし’ 

てください。 /' V X 

义しんの手入れ（か 5 焼きク U - ニング）をおこなうと、点义フラグに卜」‘活した巧れび取れや/- 
すくなります。邮 Hi 管]「2しんの手入れをずる」お照） 


' -しんの {度 止 

•燃が筒を取り出し、しんを上げて点火プラグ近くのしんの側面を内側 
に、割り害などで較 C 押さえるように撫でて、しんを整える。 

♦一度しんを下げてから燃焼筒をのせ.点义してください。 


扣 0 S など 


しんに接治している 
しんから8れ一ごいを 


しんと点乂プラグの 
間をかし離す 


法 

方 

房 

処 


乾型池の消耗び襯い 
乂の回〇が撞い 
しん一^での操作びをい 
しんが下が5ない 
炎がかたよる 
にお3がする 
消义しむい.しじ < い 
ホ乂や、3ずが出て燃える 
炎が乂キ」< ならない 
点火しない.しにくい 


巧 巧. 異常簡巧 しん 嫌焼筒 燃叫を電池 点火装慶 宙な 








宿 B 品交換⑩しかた 


A ま意 


しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部品（指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、こんろの'性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故び Vw 
発生ずるちそれがちります。 

点义装置は、点义時に高電圧が発生しまず。点义プラグに不用意にさわ日ないでください 。 yy 
感電のおそれびあります。 

掃除、点検•手入れをするとをは、必ず電池ケースか日乾電池を取りはずしてか日おこ^ 

なってください。 電左百、 


A 


♦替えしん、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買い巧めの版売店にご相談 < ださい。 

♦部品び販売店にない場合は、別紙の 巧客摄相談窓己一寶1 までお問い合わせください。 

•部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けがなどしないようを意しておこなってくださし、。 
①手をやけどしないように、こんろは消火し、温度び充分に下びるまで待ってください。 

を感龍しないよラに、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

を'手をけびしないよラに、す袋をはめてくだごい。 

•不完全な修理はを険でず。お買い巧めの販売店か、（財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管巧 
講習を修了若（石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理を依頼されることをおずずめしまず。 


部品交換の 
とをのま意 


しんの交換のしかた 


トヨトミ純を適合しん— 
[ トヨ耐熱しん第20種 

商品〕ード：11013907 


■ しんの交換ち法■を息内容は、卜; H 耐熱しんに 
' 添付されているお®説明责をお読みください。 


燃焼筒の交換のしかた 



お泻じ台巧したしんにはこのマ 
-クび貼っておりまず。マーク 
の色おは白化にホインクでま; T 、 
されでいます。 


燃焼筒 _ 

商品コード：11052906 


滅焼筒び劣化して変おした場ろは、お質 
し、ホめの販売店、または別紙の 展客攝相 
までお問し V 合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


点义プラクを交換ずるとさは、お買いまめの販売広、 
または別おの [ HHMlcEU までお問いを 
ねせ < ださし、。 


乾電池の交換のしかた 


♦5 •日ぺージ r 製品の取り出品を) 装を 1を参照して、おず4陋と它巿販の新しい乾 雷 池〔単二あ乾電池]に交換してくだごい。 

♦取りはずした古し惟雄池は、表示してある使用巧奨期限巧は、竜池能んびがっていれば他の製品に使用できよすので、再利用 
されることをおすすめしま弓。 


回保管（長期間使用しない場台) 


A ま意 


長期間使用しないとを文は保管するときは、必ずな油を巧いて、電池ケースか日乾電池 
を取りはずしてくださし、。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

义災のおそれがありまず。 


〇 


1油タンク内のな油を抜き’取る。 

①油タンクの給油□のふたをはずし、巿 

販のな油ポンプで油タンク内の’灯油を f 广- 

抜き取ってくだとい。 

⑥油タンクに水やごみび巧ったままな管^ - 
3ると、ごびや巧あホの原巧になりま i ，'〇円 ’。'I 
Sl 。 きれいな幻油ですすざ洗いをして V 一一/ 
くだごい。 

2しんの手入れをする。 （か日焼きク U - こ ング) 

/-お願い- 、 

♦しんの手入れは風びあたる場所ではおこなわないでください。 
♦しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換気をおこなっ 
て < ださい。 ^ 

しんの手入れ（から焼さクリーニング）をして、しんのん端に 
付這したタール分を助り除いてください。 


♦しんの手入れ 

(か5焼をクリーニング)の方法 

参次ぺージ3項の①〜③を参照して、反 


射板、上面お、燃焼筒を取りはずし、しもとぶ^■巧"’ 
んの先端び固くなっている時は、ラジ ' ■-i 

オペンチなどで固い部'分を軽くつぶしてからおこなって 
<ださい。 

① 前項！の手順で油タンクのな油を巧き取ってくださ 
い。 

② 燃焼筒をしん調節器の上に正しくのせ、上面板、反射 
板を元通りに取り付けてください。 

⑤通常の点义操作をして、正しく燃焼させてください。 

④火力びルさくなったら、しんを…杯に上げて自然に 
消义するまで燃やしさってください。 

•しんの手入れをしてを効果びない場合は、新しいしん 
に交換してください。 











HH-S219E_ 

石油こんろ 

しんぶ' 煮炊用室内用 
お池点义〔単二あ乾電池4個-別冠 
な油（」旧]号） 

2.1 kW (0.204 L / h ) 

4已％ 

2.1 kW 


約吕4時問 



項を參股して、油タンク内の打油を&さ取り、おあケースからを想池を取0はずして巧棄してください。 


画廃棄ずるとさ 


3油タンクを取り出し、本体の內部を掃除する。^ 

ぶ手をけびしないよ -5 に、手ををはめてください。 ^ 一べ- 

を反射板と上面板を取りはずしてくたさい。 \ 

豆:燃焼茵を取0出し—し—くだごい。 ^重 

■: j'l しん調節おのヒ部を持って池タンク全材.をち 「 oj に回して 
から、持ち上けご日が)出してください。 - 

/-感震部の点検-手入れをおこなう 

参ごみやほこ0びついていたら、やわらかい巧でされいにふさ取ってくだごし、。 

♦绩びを置に発生している場をは、お買い巧めの販売店に修 S をめ頼してくだごい。 
•こんろの';ちれは、めれた巧でふいて落とし、乾いた巧で水気を収り除いてくだごい。 


黨 


第。) 


油タンクを取り出したり、入れるときは、手を滑5せたり、本体の内側でけびをしないように、ゆっくりと慎重におこなってくださし、。 

抵付着したごみやほこ卜说し—よる巧れは、-左れいにふき取り、水気のなしぶうにしてくだごい。⑥ ぶ 

瑕掃除を重了後は油タンクを、本イ本内に入れてください。 V ^ パん.- 

しん調節器の上部を持って、油タンクをぶ平に保ちなびら他こいれ、ち「〇」に止まるまで ■ ’I 、夕與ふ ， J 

问して固定してください。 ' \K ぐ"':'、' i ; を,へ 

⑦取りはずした部品を元どおりに取り付けてください。 に';!^) X I — » tp 

4電池ケースか5乾電池を取りはずず。 

乾電池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてこんろを腐食させることがあります。 

5巧震自動消乂装置を作動させる。 

対霞自動消火装置のおり f が押して対惡曰動消火装廣を作動さは、しんを下げた状態にしてください。 


6各部の点検、掃除をする, 


迁か r 馬孩7^りをじを包の項目にしたかって、点横、手入れ、掃除をしてくだい。 

度’こんろのを部品は、よく掃除して、いたんでいるものは新しいちのに交換してください。 

狂こんろの巧れは、めれたかで;ちれを沿とし、をいたかで水なか収り除いてくださし、。 

7収納する。 

包を箱心入れて、洒気の少ない場耐しな曾してください。「取扱説明害」や r 保詔書 J もちれず1^乂切に保管してください。 

/-お願い- 

高温》湿、直が日光に当たる場所には、保管しないでください。請び出たり、欄能揣が変形ずる原因になります。 


♦口姐は変質を防ぐため、習シーズンに持ち越さない（使いきる）ようにしてください。 

参取りはずし / L を電ミをは、ま示してある使用推奨朋限内は‘追池能力びのこっていれば他の製品に使川できまずので、再利用ごれ 
ることをおすずめします。 


'型 

式の呼び 

種 

類 

点 

乂 方式 

使 

用燃料 

m 

r /\\\ 

料消費量 

-»■ 

んろ効率 

出 

力 

油 

タンク容量 

,燃焼継続時間 









因アフターサービス 


保証|«—^し、て 

♦添付しておりまず保証書は版売店で所定事項を記入しておミ度ししまずので、お受け取りください。記載内容をご確認のうえ大 
切に巧管してください。 

•保証期間は、お買い巧めの曰より1年間でず。 

^-お願し、 - N 

巧のよラな原因による故障およびホ故につさましては、イ呆証の対象とな 0— 击位んのでごま意<ださい。 

( 1 ) 変質‘な油や不純な油など、また灯油 IU かの燃料を使用したための化 P 章やを®。 

に）ほこりや巧れなど、手入れのゆさとどかないにめにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品し U かのちのを使用しにり、しんにタールび付ちしたり、水を吸ったり、を電池の’電圧不足による故障。 

(4) 消耗品（乾單池、しん）の故障。 

(巳）この取扱ぶ明ぶや、ま意書、ラベル賊によるホ示、ち巧.酱苦-ミ主意.お願い車1貝が守られず、誤った使い方をされた場 
合の故陪や事故。 

•その他詳卻のな乱巧容については、巧証害の S 日.載内容をご資ください。 

\_ J 

修理を依頼するとき 

项 f 故障.異萬面見另 Tj ■かたを極置君患1 に従って、お謂べください。 

直らないとさは、ご使用を中止し、必ずお賀いホめの販売店にご連絡ください。 

•連絡いたださたい内容は;欠の通0です。 

' 1;品名'' '石油こんろ 

② 虽り式の呼び''' HH - S 21 日 E 

③ お買いホめ年月曰 

④ 巧障の状況（できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、'お語あち 

•修理に際しましては、保証書をご提示ください。が証書の親がに従って、賊売にび修理させていただきまず。 

•が証朋問び過ぎていてち、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理させていただをまず。 

♦修巧料をは、技術料、部品代、出お料などで棉成とれています。 

•修理'引がしなどで、こんろを運搬される場合は、蓮进ケースか b 乾電池を取りはずして、油タンクの打油を必、ず抜いてくだごい。 
運搬の途中に’打油びこぼれ、巧巧を巧すおそれびあります。 

補修用性能部品について 

♦石油こんろの補修用性能部品の保を期間は製造打切りを6ホです。 

•補修讯性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な郎品でず。 

@消耗-劣化ずる部品 

♦使用期間により、交換-メンテナンスびお要な部品'•'しん 
♦変質むミ由、不純なミ由の使用で劣化しやすい部品…しん 

故障-修理の際の連絡先 ~ ^ 

アフターサービスについてわか日ない場合は、お買いボめの販売店、または、お近くの I お客な 巧認悪 別紙参照)までお 
問い合わせください。 

^_> 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


- - 

型 式 

HH - S 219 E 

お買い巧め年月日 

年 

月 

曰 

お買いおめ店名 

\ 


(電語ま 号） （ 

) 

— 

_ ) 


株式会社 K 3 K 5 

本社 名ち屋市瑞穂区桃園町日番] 7 号 
干4日 7-08 已已 TEL 〈□巳2〉 822-1 144 
FAX 〈〇已2〉 822-2742 


Z - :け 













